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平成 27 年度の海部会の活動進捗報告 

 

1． 海部会の⽬標とテーマ 

海部会の 3ヶ年（平成 25～27 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 

第 25 回ＷＧ 

（西尾）20名参加 

6 月 6 日（金） 

10:30-12:00 

・西尾市役所１F多目的室 

第 26 回ＷＧ 

（西尾）19名参加 

8 月 20 日（土） 

14:00-16:00 

・西尾市役所会議棟 2F第 4 会議室 

第 27 回ＷＧ 

（吉良町）5名参加 

9 月 13 日（日） 

9:00-11:30 

・吉良町宮崎漁港、三河湾沖 

第 28 回山海合同ＷＧ 

（東幡豆）28 名参加 

9 月 25 日（金）～26 日（土）

13:00- 

・東幡豆漁業組合（会議室） 

第 29 回ＷＧ 

（西尾）16名参加 

12 月 25 日（金） 

13:30-16:00 

・西尾市役所会議棟 2F第 2 会議室 

第 7回海の地域部会 

（西尾）●●名参加 

2 月 4 日（木） 

15:00-17:00 

・西尾市役所会議棟 2F第 2 会議室 

※参加人数は事務局含む 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

（目標） 流域圏でつくる「親しみやすい豊かな海」の実現 

（3ヶ年の目標） 

●海への理解はまだまだ浅く、フィールドワークを主体とするＷＧや勉強会などの実施により、積

極的な情報発信・情報共有を図り、流域圏市民の海への理解を深める。 

●海に大きく影響する流域圏問題（土砂、ごみ等）を流域圏市民全体で問題意識を共有し、話し合

いを進め、様々な主体ができることより実践する。また、将来的に解決に結びつけるためのヒン

トについて、関係者の話し合いによってそれぞれの考え方を整理していく。 

被害軽減：干潟・水辺のごみ、流木対策検討に向けた調査 

理想追求：市民、学識等の様ざまな調査より学習・分析 

人づくり：心理的・物理的アクセス改善、学校等との連携 

自然再生：川と海の連携による干潟再生 

ごみ・流木の問題 

豊かな海の生物調査 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 
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3． 各テーマの活動進捗と課題 

テ
ー
マ 

内容 活動日程・概要 進捗 

ご
み
・
流
木
の
問
題 

被害軽減： 

干潟・水辺のご

み、流木対策検

討に向けた調

査 

・第 27 回 WG 

⇒矢作川をきれいにする会主催の

「海の生き物調査隊」への参加

・第 28 回海山合同 WG 

⇒トンボロ干潟での現地視察 

・第 29 回 WG 

⇒ごみマップの活用について確認 

・海底ごみの実態を把握した 

・ 矢作川流域圏懇談会活動として、ご

みマップのユーザー登録を行うこと

とする 

 

豊
か
な
海
の 

生
物
調
査 

理想追求： 

市民、学識等の

様々な調査よ

り学習・分析。

・ 第 28 回 WG 海山合同 WG 

⇒山部会メンバーと造成干潟の視

察 

・造成干潟における専門的な調査は事

務局主導で実施する。 

・流域圏活動としては 4 月以降に現地

視察を行う。 

海
と
人
の
絆
再
生 

人づくり： 

心理的・物理的

アクセス改善、

学校等との連

携 

・第 27 回 WG 

⇒矢作川をきれいにする会主催の

「海の生き物調査隊」への参加 

・ 第 28 回 WG 海山合同 WG 

⇒ワーキング会議に漁業者が参加 

・市民参加者が多く、海への関心の高

さを把握することができた。 

・山部会との合同会議の場に漁業関係

者が出席し、林業および漁業を取り

巻く現状について意見交換した。 

干
潟
・
ヨ
シ
原
再
生 

自然再生： 

川と海の連携

による干潟再

生 

・矢作ダムの堆積砂（約 30m3）を活

用した干潟を三河港湾事務所の協

力を得て、Ｈ２７年３月に東幡豆

海岸に造成した。 

 

・第 25 回 WG 

⇒造成干潟の現状を報告 

・第 26 回 WG 

⇒矢作川自然再生計画の整備の進

捗状況を確認 

・第 28 回 WG 海山合同 WG 

⇒山部会メンバーと造成干潟の視

察 

⇒地形計測のための機材設置 

・第 29 回 WG 

 ⇒愛知県水産試験場からの研究

報告 

・山部会メンバーと合同で造成後の現

状を視察した。 

・造成干潟の地形変化を把握する手法

としてリング法にて、継続的にモニ

タリングすることとした。 
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3.1  テーマ１：ごみ・流木の問題 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《海底ごみの現状把握》 

 西尾市吉良町三河湾沖で実施された「海の生き物調査」（矢作川をきれ

いにする会主催）に参加し、底引き網で引き揚げられた網の中に弁当のプ

ラスチックや空き缶が多く入っているなど、海底ごみの現状を確認するこ

とができた。 

《ごみマップの活用について》 

国土交通省とプロジェクト保津川が開発した「ごみマップ」は、一

般に公開されたホームページ上で簡単な操作でごみの情報を登録す

ることができるサイトである。今後、海部会としてユーザー登録し、

ごみの実態調査の記録に活用することとした。また、これまでのごみ

調査の結果も当サイトで記録していくこととなった。 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○ごみマップ普及と活用 

○流木処理について、行政を交えた解決策を検討する。 

○ごみの実態を定期的に把握するとともに、市民を交えた出水後のごみ調査など問題意識を広めるこ

と。 

【活動方針】 

① 山・川と連携したごみ・流木調査の実施 

山・川部会メンバーと合同でごみ・流木調査を実施し、ごみ・流木の現状と問題意識を流域圏

全体で共有するとともに、発生源の特定方法や「木づかい」と連携した流木再利用方法の検討な

どの解決策について意見交換を行う。 

併せて、調査結果の活用、ＰＲ方法（データベース化、ごみマップ作成など）を検討する。 

≪進捗状況≫ 

山部会と合同 WG を開催し、トンボロ干潟への現地視察を行い、ごみの漂着状況を確認するこ

とで実態を共有することができた。 

また、HP 上で情報やデータ管理が可能なごみマップを活用し、今後出水後に山、川、海の各部

会が一斉調査を行って、その成果をまとめる事ができれば有益な情報となり、流域連携の成果と

なりうる。 

【活動方針】 

② 他団体の啓発イベントに参加して海部会の活動報告会を行う 

奈佐の浜プロジェクトや愛知県の啓発活動と連携し、海部会の活動報告などを行い、情報発

信・共有を進める。また、主催団体や運営スタッフ等へのアンケート調査を行い、市民活動での

処理方法や再利用ニーズ等に関する課題を把握する。 

≪進捗状況≫ 

「海の生き物調査」（矢作川をきれいにする会主催）に参加し、環境教育の普及イベントの効果

の高さが確認できた。 
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3.2  豊かな海の生物調査 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《矢作川自然再生計画に関する勉強会の開催》 

 事務局から干潟・ヨシ再生の整備の進捗状況についての報告があり、計画目標（整備面積）に対して

の到達率はいずれも 10％程度であるとのことであった。 

 また、整備効果の検証として、造成干潟では地盤高の高さを変えることで、整備方法として適切な高

さをモニタリングしていること、ヨシについては 0.8ｍ以上の地盤高にすると多様な植物が入り込み、

ヨシの生育が阻まれることが把握できているとの報告があった。 

《造成干潟における生物モニタリング》 

 H27.3 に、矢作ダムの土砂を使って造成した干潟の現況として、表面

の細砂が流出し、礫が露出している。その礫の表面にはアオサが張り付

いた状況であるが、アサリの生息も多数確認されており、生物の生息可

能な環境が整いつつあることがわかった。 

既往の事例から、造成干潟における生物の定着には 3 年程度の期間が

必要と考えられており、今後の詳細なモニタリングについて事務局が主

体となって実施することで了承を得た。 

また、海部会ＷＧでの調査については、４月上旬を目処に潮時をみて

設定する。 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○造成干潟の整備効果の検証として、継続的な生物モニタリングが必要。 

○子供たちの学習の場となりうる箇所について、川部会（家下川）、山部会（根羽村）とも連携して進

めていく。 

【活動方針】 

① 勉強会の開催 

メンバーの専門性を活かして、鳥類の生態から豊かな海を考える勉強会の第二弾や別水域

における環境再生の取組みの勉強会などを実施する。 

≪進捗状況≫ 

矢作川自然再生計画に関する勉強会を実施した。 

【活動方針】 

② 生物モニタリング調査の計画の検討 

河口干潟において、干潟生物調査を実施する。 

矢作ダムの砂を活用して試験的に造成する干潟の効果を検証・PR するために、生物のモ

ニタリング調査の計画を検討し、調査を行う。併せて、調査結果の活用、ＰＲ方法（データ

ベース化、パネルや冊子作成など）を検討する。 

≪進捗状況≫ 

造成干潟における詳細な生物モニタリング調査は事務局主導で実施することとなった。 

海部会ＷＧでの調査については、４月上旬を目処に潮時をみて設定する。 
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3.3  海と人との絆再生 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《「海の生き物調査」（矢作川をきれいにする会主催）への参加》 

本イベントには子供連れの家族単位での参加者が多く（定員超

過）、一般市民の関心の高さがうかがえるとともに、この企画が継

続的に実施されており、毎年申込者が多いという現状からも環境教

育としての普及効果が高いということがわかった。 

《漁業関係者との懇談》 

 山部会との合同 WG の場に漁業関係者が参加し、山から流れ出る

水と土の恩恵を受けて海の環境が成り立っていることから、互いに

協力する必要があるという意識の共有を図ることができた。また、

山村および漁村における後継者不足の問題、地域活性化対策など異

なる立場において共通する問題に対しての意見交換を行った。 

《啓発イベントの検討》 

 総合的な土砂管理に関する啓発イベントの必要性について、山部会メンバーと意見交換を行った。 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○海部会が主体となって、矢作川流域圏活動における活動実態の PR イベントや海への意識を高めるた

めの周知活動が必要。 

○三河湾の環境改善に向け、三河湾大感謝祭との協働を模索。 

○山・川・海とのつながりについて情報発信を行う流域圏懇談会の拠点づくりとPR手法の検討。 

【活動方針】 

① 啓発イベントの検討・実施 

矢作ダムの砂を活用して試験的に造成する干潟をフィールドとし、干潟観察や鳥類観察な

どのイベントを開催し、小学生や学校関係者との交流や啓発活動を行う。また、その中で干

潟へのアクセス改善の検討を行う。 

≪進捗状況≫ 

矢作ダムの堆積砂を海へ運ぶ「砂の駅」プランについて、実施主体、運搬方法、取り組み

方法等話し合った。 

【活動方針】 

② 漁業者との交流会の企画提案 

海部会がコアとなって漁業者との交流会の企画（人選やテーマ）を検討し、流域圏全体に

提案を行う。 

≪進捗状況≫ 

山部会との合同 WG において、漁業関係者が出席し、山と海の環境に対する問題意識の共

通化や互いの環境における課題に対しての意見交換行った。 
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3.4  干潟・ヨシ原再生 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

《造成干潟における地形変化計測》 

山部会との合同 WG において、海部会ＷＧ造成干潟の現地視察を

行い、細砂の流出やアサリ稚貝の生息状況について確認した。また、

波浪等の影響による土砂の流出・堆積状況を把握するための手法と

して、リング法を採用し、実際に現地に設置した。 

《愛知県水産試験場からの研究報告》 

「ダム堆積砂を利用した干潟・浅場の造成」として、矢作ダムの

堆積砂を利用した干潟水槽実験やアサリ稚貝の着底試験、海域にお

ける海砂との比較試験に関する研究結果報告に関する勉強会を実

施した。 

研究結果として、干潟水槽実験ではダム砂と海砂による生物の生

息量、アサリ稚貝の定着状況に大きな差がなかったこと、海域での

比較試験ではダム砂でのアサリ稚貝の発生が良かったとのことで

あった。 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○ダム堆積砂による造成干潟の有効性が確認されていることから、新たな干潟創出の場を検討するこ

とが必要。 

○干潟と藻場のパッチ状管理等、矢作川流域圏懇談会としての三河湾再生プロジェクトへの提言。 

○流域圏で佐久島のような賑わいの場づくりを検討。 

【活動方針】 

① 矢作ダムの砂を活用して試験造成する干潟の保全･活用方策の検討 

矢作ダムの砂を活用して試験造成する干潟をフィールドとして、モニタリングや流域圏内

外への PR、活用方策などを検討し、他の３つのテーマを束ねながら流域連携を牽引する活

動を実践する。 

≪進捗状況≫ 

山部会との合同 WG で造成干潟の現地視察を行い、山部会メンバーと造成干潟の有効性を

確認するとともに、海部会活動の成果として PR することができた。 
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4． 海部会 3 ヶ年（平成 25 年度〜平成 27 年度）の活動成果と課題 

 ○平成 25年度の活動成果 
 

 

・ごみ・流木調査を実施した。 

・ごみ・流木調査票を作成した。 

 

 

 

・干潟の生き物調査を実施した。 

・三河湾の水質、底質を把握した。 

・干潟の生き物調査の調査方法を確立した。 

 

 

 

・活動なし 

 

 

 

・干潟の生き物調査を得た。 

・干潟の生き物調査の調査方法を確立した。 

・ダムの砂の実態調査を実施した。 

 

 

○平成 26年度の活動成果 
 

 

・ごみ・流木調査を実施した。 

・山・川部会メンバーが参画した。 

・子どもと親の反応を直接確認した。 

 

 

・干潟の生き物調査を実施した。 

・三河湾の干潟・浅場造成に関する行政計画や事業の内容 

を把握した。 

・鳥類観察を通じて、干潟後背地の土地利用の問題を共有 

した。 

・海底の生き物等から三河湾の環境を確認した。 

 

 

・海部会関連機関主催のイベントに参加した。市民参加者 

が多く、関心の高さを把握することができた。 

・アンケート調査を通じて、子どもや保護者の海への意識 

 を把握した。 

 

 

・矢作ダムの砂を活用した干潟造成の試験施工に向け、関 

 係機関等と方向性を共有した。 

 

ごみ・流木の問題 

豊かな海の生物調査 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 

ごみ・流木の問題 

豊かな海の生物調査 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 

ごみの実態調査の様子 

干潟調査 

ごみの実態調査の様子 

干潟観察会後のアンケート実施状況 
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○平成 27年度の活動成果 
 

 

・海底ゴミの実態を把握した。 

・矢作川流域圏懇談会活動として、ごみマップのユーザー 

登録を行う予定である。 

 

 

・造成干潟における専門的な調査は、事務所主導で実施す 

ることとする。 

・矢作川流域圏懇談会の活動としては、4月以降に現地視 

察を行う。 

 

 

・海部会関連機関主催のイベントに参加した。市民参加者 

が多く、関心の高さを把握することができた。 

・山部会との合同会議の場に漁業関係者が出席し林業、漁 

業を取り巻く現状について意見交換を行った。 

・山部会メンバーと合同で造成後の現状を視察した。 

・造成干潟の形状変化を把握する手法としてリング法を採 

用し、継続的にモニタリングすることとした。 

 

 

・山部会メンバーと合同で造成後の現状を視察した。 

・造成干潟の形状変化を把握する手法としてリング法を採 

用し、継続的にモニタリングすることとした。 

 

 

○今後の課題 
 

 

・流木問題については、行政を交えて解決策を検討する必要がある。  

・ごみの実態を定期的に把握するとともに、市民を交えた出水後のごみ調査など問題意識を広める

必要がある。  

 

 

・造成干潟の整備効果の検証として、継続的な生物モニタリングが必要である。  

 

 

・海部会が主体となって、矢作川流域圏懇談会の活動において、本活動動の PR イベントや海への

意識を高めるための周知活動が必要である。 

 

 

・ダム堆積砂による造成干潟の有効性より、新たな干潟創出の場を検討することが必要 である。 

ごみ・流木の問題 

ごみ・流木の問題 

豊かな海の生物調査 

豊かな海の生物調査 

海と人の絆再生 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 

干潟・ヨシ原再生 

造成後の観察会 

イベントに参加する市民 
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海部会の今後の活動方針 

1． 懇談会の⽬的と運営⽅針について 

1.1  懇談会の目的 

 

 

1.2  懇談会の運営方針 

 

 

 

 

2． 海部会の今後の 3 ヶ年の⽬標  
活動にあたっては、「矢作川水系河川整備計画」に基づき、調和のとれた矢作川流域圏の実現に向け、

学識者、関係団体、関係行政機関がそれぞれの役割について認識を持ち、互いに連携して諸課題の解決

に取り組むこととする。 

今年の活動における課題や意見から、今後 3ケ年の目標（案）を以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●矢作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る 

●流域圏一体化の取り組み及び矢作川の河川整備に関わる情報共有・意見交換を図る 

●懇談会は、3年に 1サイクルで総括を行いながら運営 

●来年度からは、3サイクル目の「課題解決に向けた取り組み実行（実証）」へシフト 

（3ヶ年の目標） 

●海への理解はまだまだ浅く、フィールドワークを主体とするＷＧや勉強会などの実施により、積

極的な情報発信・情報共有を図り、流域圏市民の海への理解を深める。 

●海に大きく影響する流域圏問題（土砂、ごみ等）を流域圏市民全体で問題意識を共有し、話し合

いを進め、様々な主体ができることより実践する。また、将来的に解決に結びつけるためのヒン

トを関係者の話し合いによってそれぞれの考え方を整理していく。 
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3． テーマ別の運営⽅針と活動⽬標 

3.1  ごみ・流木問題 

 

 

 

 

 

3.2  豊かな海の生物調査 

 

 

 

 

 

 

3.3  海と人との絆再生 

 

 

 

 

 

 

3.4  干潟・ヨシ再生 

 

 

 

  

 

○ごみ分布調査の実施：ゴミマップの登録推進と流域内一斉調査を呼びかける。 

○ごみマップへの登録推進：ゴミマップHPを活用して、流域圏全体のごみマップを作成する 

○ごみ処理方針の立案：ごみマップ登録箇所のうち、優先順位を決め、関係機関と協議するなど、ご

みの処理と、コミの減量対策などについて話し合う。 

⇒最終目標：ごみマップで登録した箇所からゴミを無くす。 

○干潟観察会の開催：流域圏内（山～海）の小学生を対象に、環境教育を目的とした干潟観察会を企画、

開催する（実施場所は河口又は海岸の造成干潟を対象） 

○海への理解を深めるための勉強会や現地見学会を開催する 

○イベント成果のまとめと継続の検討：イベントのPRと継続化にむけた運営方法を検討する。 

  ⇒最終目標：流域の環境保全に携わる子供たちを増やしたい 

○造成干潟の生物調査：主にアサリを指標としたモニタリング調査計画を立案と、継続的な実施。（春、

秋 3カ年継続） 

○データ整理：懇談会活動の一環として、調査結果をＷＧでとりまとめる。 

○モニタリング成果のまとめ：造成干潟の施工およびモニタリング成果を整理し、情報発信する。 

  ⇒最終目標：生物（水産）資源が豊富な海としたい 

○新規干潟造成の調査：ダム堆積砂、河床掘削砂を活用した新規造成場所の現地調査を行う。 

○砂の駅ＰＲイベントの検討 

○施工およびPR資料の作成：干潟創出ビジョンの作成および実施箇所の選定 

  ⇒最終目標：干潟環境を再生し、矢作川流域圏の名所としたい 


